
100 第２章 平成 21 年熱帯低気圧・台風第 9号による大雨 

第４節 広報活動 

４．１ 町からの情報伝達（佐用町） 
 
（１）防災行政無線による情報伝達 

町地域防災計画では、防災行政無線等の管理、災害時情報連絡への専任担当者の配置等に

より、情報を一元管理する計画となっていたが、今回の災害時には、専任担当者は配置され

なかった。 
また、防災行政無線を使った避難準備情報や避難勧告などは、サイレンを伴った「緊急時

放送」により放送を行うことになっていたが、実際には、サイレンを伴わない「通常放送」

を行った。（「緊急時放送」は、同時刻に集落放送が流れている場合に割り込み放送ができる

が、通常放送は同時刻に集落放送が流れていると、発信内容が放送されない仕様となってい

る。今回の災害では、そうした事例はなかった。） 

 
（２）防災行政無線以外による情報伝達 

地域防災計画では、緊急時の伝達手段として、防災無線以外に、さよう安全・安心ネット、

佐用チャンネル及び広報車等を利用することとなっていた。しかし、さよう安全・安心ネッ

ト、佐用チャンネル及び広報車での情報発信は行われなかった。佐用チャンネル以外の放送

機関に対しては、町から伝達を行う計画はなく、今回の災害でも情報発信は行われなかった。 
また、計画では情報発信先として、社会福祉施設や観光施設などの関係機関に、各担当部

署より電話連絡をする計画であったが、連絡は行われなかった。 
 
（３）町からの情報伝達の内容 

8 月 9 日 19 時 45 分に佐用川円光寺水位 3.7ｍ超過（避難判断相当水位）による河川監視

警報システムのサイレン吹鳴があり、町では、避難準備情報として久崎地区に「千種川久崎

地点 佐用川円光寺地点の水位が避難判断水位に到達したため、ただ今久崎小学校のサイレ

ンが鳴りました。1 時間後には、はん濫危険水位に達する見込みです。久崎集落の方は今後

の避難情報に注意してください。」と防災行政無線による放送を行った。 
ひょうご防災ネットのメール配信で土砂災害警戒情報を受信、本部長指示により、20 時

29 分に全町を対象に「佐用町に土砂災害警戒情報が発表されました。家の裏山の急なところ

は特に土砂災害に注意してください。危険を感じたらすぐに安全なところに避難してくださ

い。」と防災行政無線による放送を行った。 
佐用地区川原町の住民から家屋浸水の連絡を受け、副本部長（副町長）が防災行政無線に

よる放送を指示し、20 時 56 分と同 59 分に避難準備情報として佐用地区川原町に対し避難

を促す放送を行った（放送内容の履歴なし）。 
佐用地区新町の住民から山からの水で家屋が浸水しているとの連絡を受け、副本部長（副

町長）が避難勧告発令の指示を行い、21 時 10 分に防災行政無線で佐用地区新町に「新町山

側と佐用小の下から佐用川までの間の方は安全なところに避難してください。」と避難勧告

を放送した。 
地域からの被害の情報、河川監視警報システムの佐用川円光寺の河川水位が上昇を続けて

いることに加え、フェニックス防災システムでは佐用地域の雨量が継続して増加していたこ

とから、本部長・本部室部長・本部室副部長が協議し、21 時 20 分に全町に「降り続く雨の

ため非常に危険な状況になっています。このため近くの安全なところに避難してください。

避難の際は足元に十分に注意してください。」と避難勧告の放送を行ったが（「４．３ 防災

行政無線による伝達文（佐用町）」を参照）、放送内容の定型化ができておらず、避難準備情

報なのか避難勧告なのか明確でなかった。20 時 56 分の放送を避難勧告と思った住民もあっ

た。また、避難指示は発令していない。 
 
 
 
 
（出典）佐用町台風第 9 号災害検証委員会：台風第 9 号災害検証報告書（平成 22 年 7 月 16 日） 
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４．２ 地域における情報伝達（佐用町） 
 
（１）防災行政無線による情報発信 

防災行政無線を用いて、各集落で集落内に一斉放送ができるシステム「地区遠隔端末装置」

が、全 142 集落のうち 109 集落に設置されていた。このうち、今回の災害時には地区遠隔端

末装置を用いて、集落内への一斉放送が行われた集落は、19 集落であった。集落によって、

防災行政無線の利用の有無・頻度に大きな差があった。 
なお、48 の集落では、役員と消防団が連携して防災行政無線、電話、訪問等により、集落

の住民へ避難の呼びかけなどを行った。 
 
（２）防災行政無線による放送内容 

地区遠隔端末装置を用いた集落内放送を活用し、集落の状況に応じた、きめ細かな放送が

多く行われた。例えば、越水前に公民館等への避難を促す放送、越水後に浸水で通行できな

くなった箇所を伝える放送、外出せずに自宅の 2 階への避難を呼びかける放送などが行われ

ている。 
その一方で、地区遠隔端末装置を用いた集落内の放送を行わなかった集落もあり、活用状

況には差があった。 
 
（３）防災行政無線の聴取 

佐用町では、防災行政無線の受信装置として、町内 39 箇所に屋外拡声器を設置するとと

もに、原則、全戸に戸別受信機を配備していた。 
しかし、今回の水害時の受信状況については、佐用町災害復興計画検討委員会のアンケー

ト調査の結果によると、避難した人のうち 54.3％と約半数の人が、防災行政無線の放送を聞

いていなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）佐用町台風第 9 号災害検証委員会：台風第 9 号災害検証報告書（平成 22 年 7 月 16 日） 
 



102 第２章 平成 21 年熱帯低気圧・台風第 9号による大雨 

第４節 広報活動 

４．３ 防災行政無線による伝達文（佐用町） 

 

佐用町での伝達文は以下のとおり。 

日付 開始時刻 終了時刻 通信時間 発信 放送対象 対象地区 放送内容

8月9日 19:45:48 19:47:40 0:01:52 本庁 久崎地区 久崎地区

　千種川久崎地点　佐用川円光寺地点の
水位が避難判断水位に到達したため、た
だ今久崎小学校のサイレンが鳴りまし
た。１時間後には氾濫危険水位に達する
見込みです。久崎集落の方は今後の避難
情報に注意してください。

8月9日 19:49:50 19:55:20 0:05:30 本庁 全町
全町個別
一括

定時放送

8月9日 19:57:18 19:58:57 0:01:39 本庁 佐用地区
佐用地区
個別一括

消防団出動要請（佐用地区）

8月9日 20:29:09 20:31:03 0:01:54 本庁 全町
全町個別
一括

　佐用町に土砂災害警戒情報が発表され
ました。家の裏山の急なところは特に土
砂災害に注意してください。危険を感じ
たらすぐに安全なところに避難してくだ
さい。

8月9日 20:37:03 20:37:21 0:00:18 上月支所 上月地域 上月支団 不明

8月9日 20:39:31 20:40:57 0:01:26 上月支所 上月地域 上月地域

　消防団上月支団から連絡します。現在
町内各地で災害が発生しています。各分
団においては管轄危険箇所を巡回してく
ださい。必要に応じて担当副団長と連絡
を取り合ってください。

8月9日 20:51:19 20:51:40 0:00:21 本庁 江川地区 江川地区 不明
8月9日 20:52:06 20:53:25 0:01:19 本庁 江川地区 江川地区 消防団招集「不明」

8月9日 20:56:01 20:57:33 0:01:32 本庁 佐用地区
佐用地区
川原町

避難を促す放送

8月9日 20:59:03 21:00:35 0:01:32 本庁 佐用地区
佐用地区
川原町

避難を促す放送

8月9日 21:03:43 21:04:57 0:01:14
三日月支
所

三日月地
域

三日月地
域

消防団会議の招集

8月9日 21:06:34 21:07:14 0:00:40 本庁 江川地区 江川地区 不明
8月9日 21:07:26 21:07:29 0:00:03 本庁 － 南光地区 強制停止

8月9日 21:08:20 21:09:51 0:01:31 本庁 全町
全町個別
一括

不明

8月9日 21:10:17 21:11:45 0:01:28 本庁 佐用地区
佐用地
区,新町

　新町山側と佐用小の下から佐用川まで
の間の方は安全なところに避難してくだ
さい。(避難勧告)

8月9日 21:20:03 21:22:00 0:01:57 本庁 全町
全町個別
一括

　降り続く雨のため非常に危険な状況に
なっています。このため近くの安全なと
ころに避難してください。避難の際は足
元に十分に注意してください。(避難勧
告)

8月9日 21:49:54 21:51:27 0:01:33 南光支所 － －

　国道１７９号太田井橋～下徳久駅前冠
水のため通行止め
　県道３７３号下徳久住宅前冠水のため
通行止め

8月9日 21:51:42 21:53:03 0:01:21 本庁 全町
個別拡声
全町一括

屋内の安全なところに避難するよう放送

8月9日 22:14:09 22:17:32 0:03:23 本庁 全町
個別拡声
全町一括

自衛隊に派遣要請したこと、屋内の安全
な場所に避難するように放送

8月9日 22:18:48 22:20:11 0:01:23 本庁 全町
個別拡声
全町一括

前段不詳
危険を感じた場合は外へ出ず、建物の２
階などへ避難してください。

8月9日 22:24:25 22:27:28 0:03:03 本庁 全町
個別拡声
全町一括

自衛隊に派遣要請したこと、屋内の安全
な場所に避難するように放送

8月9日 23:20:42 23:22:37 0:01:55 本庁 全町
個別拡声
全町一括

不明

8月9日 23:43:22 23:45:10 0:01:48 本庁 全町
個別拡声
全町一括

　雨の状況は峠を越え水位もやや下がり
つつありますが、土砂災害には依然とし
て厳重な注意が必要です。また危険です
ので不用意な見回りはせず、安全なとこ
ろで避難を続けてください。

 

（出典）佐用町台風第 9 号災害検証委員会：台風第 9 号災害検証報告書（平成 22 年 7 月 16 日） 
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４．４ 広報紙（佐用町） 
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（出典）佐用町資料 
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４．５ マスコミへの対応（佐用町） 
 

初動時には、報道機関への適切な対応ができなかった。被害状況のまとめもはかどらず、報道

各社への情報提供も個別対応に対して随時回答していたため、回答内容が統一されたものではな

かった。 
多くの報道関係者が、本庁舎 2 階の災害対応事務室前の廊下で待機しており、副町長と総務課

長が随時その質問に答えていたが、8 月 10 日から報道機関控え室を別館 2 階に設け、そこで町長

が記者の求めに応じて随時対応した。 
8 月 12 日からは、総務対策部に報道担当者を配置し、窓口を一つにして対応を行い、記者会見

室を設け、9 時と 17 時に町長や副町長が定期的に会見を行うこととした。 
 会見時は資料（表 2-4-1 参照）を配布し、それをもとに説明した。記者会見は 8 月 25 日まで

続けられ、その後は記者会見を行わずに、各社に資料を送付するようにした。 
 

表 2-4-1 マスコミ用資料の掲載項目（平成 21 年 8 月 17 日 19 時現在の資料から抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典）佐用町台風第 9 号災害検証委員会：台風第 9 号災害検証報告書（平成 22 年 7 月 16 日） 
 

１ 被害の状況 
（１）人的被害 
   死者、行方不明者、負傷者 
（２）住家被害 

全壊、半壊、一部損壊、床上浸水、

床下浸水 
（３）非住家被害 
   公共建物浸水被害 
（４）農地被災 
（５）病院 
（６）道路関係 
（７）橋梁 
（８）河川 
（９）ライフライン 
   電気停電、水道断水 
（10）公用車の被害 
（11）林道・治山関係 
（12）農業用施設被災 
 
２ 道路通行障害 
 
３ 孤立地域の状況 
 
４ 交通機関 
 
５ 避難の状況 
  避難準備情報、避難勧告、避難所の

開設状況及び避難人員 
 
６ 人的支援 
  県及び各市町からの支援、自衛隊の

派遣、警察からの支援、日本レスキュ

ー協会 
 

７ 物的支援 
 
８ ボランティア 
  センター設置場所、ボランティア参

加者の集合場所、窓口 
 
９ 義援金 
  振込みの場合、現金書留の場合 
 
10 被災者への支援 
  給水活動、消毒液及び消石灰の配布、

被災地へのマスク配布、ごみの収集、

無料入浴、笹ヶ丘荘入浴送迎サービス

の開始、避難所宿泊者「湯郷温泉無料

入浴サービス」の開始、応急仮設住宅

及び雇用促進住宅の入居に係る相談窓

口の設置、緊急一時宿泊所の開設、被

災者生活再建支援及びフェニックス共済 

相談窓口の設置、給食支援、ホームペー

ジ、ケーブルテレビが映らなくなった

場合の連絡先、仮設トイレの設置、医

療・相談活動 
 
11 イベント等の中止 
 
12 その他 
  NTTDocomo 及び KDDI から携帯電

話を借用、佐用町災害対策本部設置時

間、家屋被害調査、食中毒の疑い、台

風 9 号による豪雨被害緊急 110 番、町

内外ボランティアによる災害記録映像

の制作、総務大臣視察、JAF による故

障車の無料けん引について、気象状況 
 




